
令和７年度 リスク評価（一次）評価Ⅰで用いた生態影響データ 資料３－２

（１）今年度、新たにリスク評価（一次）評価Ⅰを実施する優先評価化学物質

UFs
[Ｂ]

268
２，２’，２’’，２’’’－（エタン
－１，２－ジイルジニトリロ）四
酢酸のナトリウム塩

 -  - 0.12 6.33 50 >
115

〔60-00-4〕

6.33

〔60-00-4〕
1.27 >

115

〔60-00-4〕
>=

30.0

〔62-33-9〕

>

=
6.00

種間外挿のUF: 5
急性から慢性のUF: -
室内試験から野外へのUF: 10

優先評価化学物質#36 エチ
レンジアミン四酢酸のリスク
評価（一次）評価Ⅱで用いら
れた値（第211回中央環境
審議会環境保健部会化学
物質審査小委員会）を、エ
チレンジアミン四酢酸二ナト
リウムの値に換算

269

α，α’－［（アルキル（Ｃ＝８
～１８、直鎖型）アザンジイ
ル）ビス（エタン－２，１－ジイ
ル（又はメチルエタン－２，１
－ジイル））］ビス｛ω－ヒドロ
キシポリ［オキシエタン－１，
２－ジイル／オキシ（メチルエ
タン－１，２－ジイル）］｝（繰り
返し単位の繰り返し数は１以
上の整数とする。）（数平均分
子量が１，０００未満であるも
のに限る。)

R4デフォルト適用
データなし

270

｛２－ヒドロキシ－Ｎ－（２－ヒ
ドロキシエチル）－Ｎ，Ｎ－ジ
メチルエタン－１－アミニウム
と［飽和脂肪酸（Ｃ＝10～18、
直鎖型）（又は不飽和脂肪酸
（Ｃ＝18、直鎖型））］のエステ
ル｝の塩又は｛２－ヒドロキシ
－Ｎ－（２－ヒドロキシプロピ
ル）－Ｎ，Ｎ－ジメチルプロパ
ン－１－アミニウムと［飽和脂
肪酸（Ｃ＝10～18、直鎖型）
（又は不飽和脂肪酸（Ｃ＝
18、直鎖型））］のエステル｝の
塩

 -  - 0.039 0.39 10

1.2

〔1079184-

43-2〕

0.39

〔1079184-

43-2〕

0.39

6.7

〔1079184-

43-2〕

1

〔1810046-

51-5〕

1.00

5.2

〔1810046-

51-5〕

0.686

〔1810046-

51-5〕

0.686
種間外挿のUF: -
急性から慢性のUF: -
室内試験から野外へのUF: 10

271

α－（アルキル（Ｃ＝６～１
８））－ω－ヒドロキシポリ［オ
キシエタン－１，２－ジイル／
オキシ（メチルエタン－１，２
－ジイル）］（数平均分子量が
１，０００未満であるものに限
る。）

0.000018 100 0.0018 1.8 1000

7.98

〔154518-

36-2〕

2.2

〔154518-

36-2〕

0.22

1.58

〔68439-51-

0〕

0.158

1.8

〔68551-13-

3〕

0.018
種間外挿のUF: -
急性から慢性のUF: 100
室内試験から野外へのUF: 10

272

α－ヒドロ－ω－［（３－メチ
ルブタ－３－エン－１－イル）
オキシ］ポリ（オキシエタン－
１，２－ジイル）（繰り返し単位
の繰り返し数は１以上の整数
とする。）（数平均分子量が
１，０００未満であるものに限
る。）

R4デフォルト適用
データなし

（令和８年３月３１日）

優先
評価
化学
物質
通し
番号

優先評価化学物質名称
アミン

類

物質群の補
正係数を考
慮した場合

のPNEC
[C/D]

物質群
の補正
係数
[D]

PNEC(mg/L）
[C=Ａ/Ｂ]

根拠

最小値

(mg/L）
[Ａ]

急性毒性値
[EC50]

EC50/UFs
[ACR*種間外

挿]

慢性毒性値
[NOEC]

NOEC/UF
[種間外挿]

藻類(mg/L) ミジンコ類(mg/L) 魚類(mg/L)

参考
【UFs（Ｂ）の内訳】

備考
慢性毒性値

[NOEC]
NOEC/UF
[種間外挿]

急性毒性値
[EC50]

EC50/UFs
[ACR*種間外

挿]

慢性毒性値
[NOEC]

NOEC/UF
[種間外挿]

急性毒性値
[LC50]

LC50/UFs
[ACR*種間外

挿]
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UFs
[Ｂ]

優先
評価
化学
物質
通し
番号

優先評価化学物質名称
アミン

類

物質群の補
正係数を考
慮した場合

のPNEC
[C/D]

物質群
の補正
係数
[D]

PNEC(mg/L）
[C=Ａ/Ｂ]

根拠

最小値

(mg/L）
[Ａ]

急性毒性値
[EC50]

EC50/UFs
[ACR*種間外

挿]

慢性毒性値
[NOEC]

NOEC/UF
[種間外挿]

藻類(mg/L) ミジンコ類(mg/L) 魚類(mg/L)

参考
【UFs（Ｂ）の内訳】

備考
慢性毒性値

[NOEC]
NOEC/UF
[種間外挿]

急性毒性値
[EC50]

EC50/UFs
[ACR*種間外

挿]

慢性毒性値
[NOEC]

NOEC/UF
[種間外挿]

急性毒性値
[LC50]

LC50/UFs
[ACR*種間外

挿]

273

［α－（アルカノイル（Ｃ＝８～
１８、直鎖型））－ω－メトキシ
ポリ（オキシエタン－１，２－
ジイル）又はα－（アルケノイ
ル（Ｃ＝８～１８、直鎖型））－
ω－メトキシポリ（オキシエタ
ン－１，２－ジイル）］（繰り返
し単位の繰り返し数は１以上
の整数とする。）（数平均分子
量が１，０００未満であるもの
に限る。）

0.00025 100 0.025 0.254 10

12.1

〔9006-27-3

と32761-

35-6の混
合物〕

0.254

〔9006-27-3

と32761-

35-6の混
合物〕

0.254

15.8

〔9006-27-3

と32761-

35-6の混
合物〕

2.4

〔9006-27-3

と32761-

35-6の混
合物〕

2.4

30.2

〔9006-27-3

と32761-

35-6の混
合物〕

6.18

〔9006-27-3

と32761-

35-6の混
合物〕

6.18
種間外挿のUF: -
急性から慢性のUF: -
室内試験から野外へのUF: 10

情報が得られていない構造
に係る不確実性が高く、もう
少し大きい補正係数も考え
られるが、現時点で最大で
ある100を適用する。

凡例） 　PNEC算出の根拠データ

毒性値の下の〔〕 　試験に用いられた被験物質のCASRN

※ PNEC算出における有効数字は、途中計算は3桁、PNECは3桁目を切り捨てて2桁とした。
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（２）昨年度から継続してリスク評価（一次）評価Ⅰを実施する優先評価化学物質

UFs

（Ｂ）

8 クロロホルム - - 0.018 18 1000 950 360 72 29 6.3 1.26 18 0.18

種間外挿のUF: -

急性から慢性のUF: 100

室内試験から野外へのUF: 10

16 ジメチルアミン
アミン
類

- - 0.017 17 1000 6.2 0.31 50 0.5 17 0.17

種間外挿のUF: -

急性から慢性のUF: 100

室内試験から野外へのUF: 10

19 エチレンオキシド - - 0.084 84 1000 240 12 212 21.2 84 0.84

種間外挿のUF: -

急性から慢性のUF: 100

室内試験から野外へのUF: 10

25 ホルムアルデヒド - - 0.024 4.89 200 4.89 0.245 14.6 1.46 100 1

種間外挿のUF: -

急性から慢性のUF: 20

室内試験から野外へのUF: 10

31 アクリル酸メチル - - 0.0013 1.36 1000 3.13 1.14 0.228 2.64 0.36 0.072 1.36 0.0136

種間外挿のUF: -

急性から慢性のUF: 100

室内試験から野外へのUF: 10

40 チオ尿素 - - 0.036 1.8 50 > 100 32 6.4 9 1.8 0.36 > 110 > 1.1

種間外挿のUF: 5

急性から慢性のUF: -

室内試験から野外へのUF: 10

46 トルエン - - 0.1 1 10 29 9.1 9.1 4.13 1 1 5.8 4 4

種間外挿のUF: -

急性から慢性のUF: -

室内試験から野外へのUF: 10

47 スチレン - - 0.0040 4.02 1000 4.9 0.28 0.056 4.7 1.01 0.202 4.02 0.0402

種間外挿のUF: -

急性から慢性のUF: 100

室内試験から野外へのUF: 10

50 エチルベンゼン - - 0.0042 4.2 1000 4.6 3.4 0.34 1.81 0.181 4.2 0.042

種間外挿のUF: -

急性から慢性のUF: 100

室内試験から野外へのUF: 10

54 アニリン - - 0.0004 0.004 10 110 3.7 3.7 0.08 0.004 0.004 10.6 0.39 0.39

種間外挿のUF: -

急性から慢性のUF: -

室内試験から野外へのUF: 10

66
フタル酸ビス（２－エチルヘキ
シル）

- - 0.015 0.158 10 > 0.003 100 100 11 0.158 0.158 74.8 0.56 0.56

種間外挿のUF: -

急性から慢性のUF: -

室内試験から野外へのUF: 10

77 ジシクロペンタジエン - - 0.00043 4.3 10000 4.2 0.042 4.3 0.0043

種間外挿のUF: 10

急性から慢性のUF: 100

室内試験から野外へのUF: 10

91 ジエタノールアミン
アミン
類

- - 0.012 0.6 50 9.5 0.6 0.12 55 0.78 0.156 1370 13.7

種間外挿のUF: 5

急性から慢性のUF: -

室内試験から野外へのUF: 10

92 過酢酸 - - 0.00022 0.0022 10 0.16 0.061 0.48 0.0121 0.078 0.0022

種間外挿のUF: -

急性から慢性のUF: -

室内試験から野外へのUF: 10

96 シクロヘキサン - - 0.0045 4.53 1000 9.317 0.94 0.094 0.9 0.09 4.53 0.0453

種間外挿のUF: -

急性から慢性のUF: 100

室内試験から野外へのUF: 10

107 ２－アミノエタノール
アミン
類

- - 0.085 0.85 10 2.51 1 1 32.6 0.85 0.85 > 100 1.24 1.24

種間外挿のUF: -

急性から慢性のUF: -

室内試験から野外へのUF: 10

119 クロロ酢酸 - - 0.00058 0.0058 10 0.033 0.0058 0.0058 88 32 32 72 12.5 12.5

種間外挿のUF: -

急性から慢性のUF: -

室内試験から野外へのUF: 10

133

（Ｅ）－４－（２，６，６－トリメ
チルシクロヘキサ－１－エン
－１－イル）ブタ－３－エン－
２－オン

- - 0.0050 5.09 1000 22.15 7.1 0.71 3.7 0.37 5.09 0.0509

種間外挿のUF: -

急性から慢性のUF: 100

室内試験から野外へのUF: 10

備考
PNEC(mg/L）

(A/B)※1

根拠 藻類(mg/L) ミジンコ類(mg/L) 魚類(mg/L)

参考
【UFs（Ｂ）の内訳】最小値(mg/L）

（Ａ）

急性毒性
値

(EC50)

EC50/UFs

(ACR*種間

外挿)

慢性毒性値
（NOEC）

NOEC/UF

(種間外挿)

急性毒性値
(EC50)

優先
評価
化学
物質
通し
番号

優先評価化学物質名称
アミン

類

物質群の補
正係数を考
慮した場合
のPNEC

（C/D）

物質群
の補正
係数
（D）

NOEC/UF

(種間外挿)

EC50/UFs

(ACR*種間

外挿)

慢性毒性
値

（NOEC）

NOEC/UF

(種間外挿)

急性毒性
値

(LC50)

LC50/UFs

(ACR*種間外

挿)

慢性毒性値
（NOEC）
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（２）昨年度から継続してリスク評価（一次）評価Ⅰを実施する優先評価化学物質

UFs

（Ｂ）

備考
PNEC(mg/L）

(A/B)※1

根拠 藻類(mg/L) ミジンコ類(mg/L) 魚類(mg/L)

参考
【UFs（Ｂ）の内訳】最小値(mg/L）

（Ａ）

急性毒性
値

(EC50)

EC50/UFs

(ACR*種間

外挿)

慢性毒性値
（NOEC）

NOEC/UF

(種間外挿)

急性毒性値
(EC50)

優先
評価
化学
物質
通し
番号

優先評価化学物質名称
アミン

類

物質群の補
正係数を考
慮した場合
のPNEC

（C/D）

物質群
の補正
係数
（D）

NOEC/UF

(種間外挿)

EC50/UFs

(ACR*種間

外挿)

慢性毒性
値

（NOEC）

NOEC/UF

(種間外挿)

急性毒性
値

(LC50)

LC50/UFs

(ACR*種間外

挿)

慢性毒性値
（NOEC）

134
３－（４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニ
ル）－２－メチルプロパナー
ル

- - 0.0020 2.04 1000 29.155 18.8 1.88 9.84 0.984 2.04 0.0204

種間外挿のUF: -

急性から慢性のUF: 100

室内試験から野外へのUF: 10

151 アリル＝ヘプタノアート - - 0.00005 0.0505 1000 1.94 0.848 0.0848 0.89 0.089 0.0505 0.000505

種間外挿のUF: -

急性から慢性のUF: 100

室内試験から野外へのUF: 10

藻類試験は濃度の正確性が担
保されていないため留意する
必要がある

157
４－（１，１，３，３－テトラメチ
ルブチル）フェノール

- - 0.00072 0.0072 10 1.9 < 1.0* < 1.0 0.138 0.138 0.0072 0.0072

種間外挿のUF: -

急性から慢性のUF: -

室内試験から野外へのUF: 10

:

* 藻類慢性は不等号付きの値
を採用した。また、その他の情
報も考慮して藻類慢性毒性値
は魚類慢性毒性値を下回らな
いと類推した。

162 コールタール - - 0.000043 0.43 10000 0.18 0.0018 0.43 0.00043

種間外挿のUF: 10

急性から慢性のUF: 100

室内試験から野外へのUF: 10

165
Ｎ，Ｎ－ジメチルドデシルアミ
ン

アミン
類

- - < 0.000052 < 0.0026 50 0.014 < 0.0026 < 0.00052 0.083 0.036 0.0072 0.57 0.0057

種間外挿のUF: 5

急性から慢性のUF: -

室内試験から野外へのUF: 10

168

ビス（アルキル（Ｃ＝12，14，

16，18，20、直鎖型））（ジメチ

ル） アンモニウムの塩

0.00006 10 0.0006 0.006 10 0.014 0.006 0.006 0.16 0.125 0.125 1.04 0.053 0.053

種間外挿のUF: -

急性から慢性のUF: -

室内試験から野外へのUF: 10

176

アクリルアミド・２－アクリルア
ミド－２－ヒドロキシ酢酸・［２
－（アクリロイルオキシ）エチ
ル］（ベンジル）（ジメチル）ア
ンモニウム＝クロリド・２－（ジ
メチルアミノ）エチル＝メタクリ
ラート・ベンジル［２－（メタク
リロイルオキシ）エチル］（ジメ
チル）アンモニウム＝クロリ
ド・２－メチリデンコハク酸共
重合物（脂溶性溶媒及び汎
用溶媒に不溶であり分子量
1,000未満の成分の含有率が
１％以下であるものに限る。）

- - 0.000032 0.0032 100 0.091 0.0032 0.00032 > 86 1.2 0.012

種間外挿のUF: 10

急性から慢性のUF: -

室内試験から野外へのUF: 10

179
カリウム＝ジエチルジチオカ
ルバマート

- - 0.00059 0.0593 100 0.24 0.0593 0.00593 0.13 0.013 0.79 0.0079

種間外挿のUF: 10

急性から慢性のUF: -

室内試験から野外へのUF: 10

185
へキシル＝２－ヒドロキシベ
ンゾアート

- - 0.00035 0.357 1000 0.357 0.00357

種間外挿のUF: 10

急性から慢性のUF: 10

室内試験から野外へのUF: 10

187

４，６，６，７，８，８－ヘキサメ
チル－１，３，４，６，７，８－
ヘキサヒドロシクロペンタ［ｇ］
イソクロメン

- - 0.0068 0.068 10 > 0.854 0.201 0.201 0.111 0.111 0.068 0.068

種間外挿のUF: -

急性から慢性のUF: -

室内試験から野外へのUF: 10

188

α－アルキル（Ｃ＝９～11）－

ω－ヒドロキシポリ（オキシエ
チレン）（数平均分子量が
1,000未満のものに限る。）

- - 0.0070 1.4 200 1.4 0.070 2.1 0.21 3.9 1.01 0.101

種間外挿のUF: -

急性から慢性のUF: 20

室内試験から野外へのUF: 10

190 トリエチルアミン
アミン
類

- - 0.022 1.1 50 7.97 1.1 0.22 34 10.7 2.14 24 0.24

種間外挿のUF: 5

急性から慢性のUF: -

室内試験から野外へのUF: 10
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（２）昨年度から継続してリスク評価（一次）評価Ⅰを実施する優先評価化学物質

UFs

（Ｂ）

備考
PNEC(mg/L）

(A/B)※1

根拠 藻類(mg/L) ミジンコ類(mg/L) 魚類(mg/L)

参考
【UFs（Ｂ）の内訳】最小値(mg/L）

（Ａ）

急性毒性
値

(EC50)

EC50/UFs

(ACR*種間

外挿)

慢性毒性値
（NOEC）

NOEC/UF

(種間外挿)

急性毒性値
(EC50)

優先
評価
化学
物質
通し
番号

優先評価化学物質名称
アミン

類

物質群の補
正係数を考
慮した場合
のPNEC

（C/D）

物質群
の補正
係数
（D）

NOEC/UF

(種間外挿)

EC50/UFs

(ACR*種間

外挿)

慢性毒性
値

（NOEC）

NOEC/UF

(種間外挿)

急性毒性
値

(LC50)

LC50/UFs

(ACR*種間外

挿)

慢性毒性値
（NOEC）

196 アリル＝ヘキサノアート - - 0.00011 0.117 1000 > 4.6 0.158 0.0158 2 0.2 0.117 0.00117

種間外挿のUF: -

急性から慢性のUF: 100

室内試験から野外へのUF: 10

204

１－（２，３，８，８－テトラメチ
ル－１，２，３，４，５，６，７，８
－オクタヒドロ－２－ナフチ
ル）エタノン、１－（２，３，８，
８－テトラメチル－１，２，３，
４，６，７，８，８ａ－オクタヒド
ロ－２－ナフチル）エタノン及
び１－（２，３，８，８－テトラメ
チル－１，２，３，５，６，７，
８，８ａ－オクタヒドロ－２－ナ
フチル）エタノンの混合物を主
成分（80％以上）とする、３－
メチルペンタ－３－エン－２
－オンと３－メチリデン－７－
メチルオクタ－１，６－ジエン
の反応生成物

- - 0.0028 0.028 10 > 2.6 2.6 2.6 1.38 0.028 0.028 1.3 0.16 0.16

種間外挿のUF: -

急性から慢性のUF: -

室内試験から野外へのUF: 10

205
オキサシクロヘキサデカン－
２－オン

- - 0.0013 0.068 50 > 0.47 0.421 0.0842 > 0.17 0.068 0.0136

種間外挿のUF: 5

急性から慢性のUF: -

室内試験から野外へのUF: 10

206
１，４－ジオキサシクロヘプタ
デカン－５，１７－ジオン

- - 0.00021 2.13 10000 14.579 10.345 1.03 2.13 0.00213

種間外挿のUF: 10

急性から慢性のUF: 100

室内試験から野外へのUF: 10

207
３－（１，３－ベンゾジオキ
ソール－５－イル）－２－メチ
ルプロパナール

- - 0.00053 5.3 10000 28 6.25 0.625 5.3 0.0053

種間外挿のUF: 10

急性から慢性のUF: 100

室内試験から野外へのUF: 10

208
５－ヘプチルオキソラン－２
－オン

- - 0.0073 7.3 1000 1.5 1 0.1 6.1 0.61 7.3 0.073

種間外挿のUF: -

急性から慢性のUF: 100

室内試験から野外へのUF: 10

209 クレオソート油 - - 0.0006 0.6 1000 3.0 1.7 0.17 0.100 0.0100 0.6 0.006

種間外挿のUF: -

急性から慢性のUF: 100

室内試験から野外へのUF: 10

212
２，２，４，６，６－ペ ンタメチ
ルヘプタン

 -  - 0.00025 0.0125 50 > 0.0225
>

=
0.0225

>

=
0.0045 > 90 0.0125 0.0025 > 0.0028 > 0.000028

種間外挿のUF: 5
急性から慢性のUF: -
室内試験から野外へのUF: 10

213

ナトリウム＝１，４－ビス［（２
－エチルヘキシル）オキシ］
－１，４－ジオキソブタン－２
－スルホナート

- - 0.068 68 1000 190 28 5.6 19 7 1.4 68 0.68

種間外挿のUF: -

急性から慢性のUF: 100

室内試験から野外へのUF: 10

216
ジメチル［ビス（オクタデセン
－１－イル）］アンモニウムの
塩

H28デフォルト適用
データなし

218
モノ（又はポリ）クロロアルカ
ン（Ｃ＝１４～１７、直鎖型）

- - 0.00008 0.004 50 > 3.2
>

=
3.2

>

=
0.64 0.0059 0.004 0.0008

種間外挿のUF: 5

急性から慢性のUF: -

室内試験から野外へのUF: 10

222

（アンヒドロ（又はジアンヒド
ロ）グルシトールとドデカン酸
のモノエステル）とα－ヒドロ

－ω－ヒドロキシポリ（オキシ
エチレン）のモノ（又はポリ）
エーテル

- - 0.0042 42 10000 10 1 42 0.042

種間外挿のUF: 10

急性から慢性のUF: 100

室内試験から野外へのUF: 10

224

アジピン酸・Ｎ－（２－アミノエ
チル）（又はＮ，Ｎ’－ビス（２
－アミノエチル））エタン－１，
２－ジアミン・２－（クロロメチ
ル）オキシラン重縮合物

- - 0.000052 0.523 10000 0.523 0.000523

種間外挿のUF: 10

急性から慢性のUF: 100

室内試験から野外へのUF: 10
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（２）昨年度から継続してリスク評価（一次）評価Ⅰを実施する優先評価化学物質

UFs

（Ｂ）

備考
PNEC(mg/L）

(A/B)※1

根拠 藻類(mg/L) ミジンコ類(mg/L) 魚類(mg/L)

参考
【UFs（Ｂ）の内訳】最小値(mg/L）

（Ａ）

急性毒性
値

(EC50)

EC50/UFs

(ACR*種間

外挿)

慢性毒性値
（NOEC）

NOEC/UF

(種間外挿)

急性毒性値
(EC50)

優先
評価
化学
物質
通し
番号

優先評価化学物質名称
アミン

類

物質群の補
正係数を考
慮した場合
のPNEC

（C/D）

物質群
の補正
係数
（D）

NOEC/UF

(種間外挿)

EC50/UFs

(ACR*種間

外挿)

慢性毒性
値

（NOEC）

NOEC/UF

(種間外挿)

急性毒性
値

(LC50)

LC50/UFs

(ACR*種間外

挿)

慢性毒性値
（NOEC）

226
｛デンプンのポリ［２－ヒドロキ
シ－３－（トリメチルアンモニ
オ）プロピル］エーテル｝の塩

- - 0.0015 15 10000 15 0.015

種間外挿のUF: 10

急性から慢性のUF: 100

室内試験から野外へのUF: 10

227

ナトリウム＝（アルキル（Ｃ＝
１２、分枝型））（アルキル（Ｃ
＝１２、分枝型）フェノキシ）ベ
ンゼンスルホナート（又はナト
リウム＝（アルキル（Ｃ＝１２、
分枝型）フェノキシ）ベンゼン
スルホナート又はナトリウム
＝（アルキル（Ｃ＝１２、分枝
型））（フェノキシ）ベンゼンス
ルホナート又は二ナトリウム
＝（アルキル（Ｃ＝１２、分枝
型））［（アルキル（Ｃ＝１２、分
枝型））（スルホナト）フェノキ
シ］ベンゼンスルホナート又
は二ナトリウム＝（アルキル
（Ｃ＝１２、分枝型））（スルホ
ナトフェノキシ）ベンゼンスル
ホナート）

- - 0.0062 6.2 1000 840.1 297.5 29.8 1.64 0.164 6.2 0.062

種間外挿のUF: -

急性から慢性のUF: 100

室内試験から野外へのUF: 10

231
３－ヒドロキシ－２，２－ビス
（ヒドロキシメチル）プロピル
＝オクタデカノアート

H29デフォルト適用
データなし

232
２－ｔｅｒｔ－ブチルシクロヘキ
シル＝アセタート

- - 0.0034 3.4 1000 3.6 0.49 0.098 17 0.39 0.078 3.4 0.034

種間外挿のUF: -

急性から慢性のUF: 100

室内試験から野外へのUF: 10

233 フルフリルアルコール
H29デフォルト適用
データなし

235

ナトリウム＝α－（カルボキシ

ラトメチル）－ω－（ドデシルオ
キシ）ポリ（オキシエタン－１，
２－ジイル）（繰り返し単位の
繰り返し数は１から100まで
の整数とする。）

0.001 10.7 10000 10.7 0.0107

種間外挿のUF: 10

急性から慢性のUF: 100

室内試験から野外へのUF: 10

236

α－ヒドロ－ω－ドデカンアミド
ポリ（オキシエタン－１，２－
ジイル）（繰り返し単位の繰り
返し数は２から101までの整
数とする。）

H29デフォルト適用
データなし

238
Ｎ－メチルジデカン－１－イ
ルアミン

- - 0.00002 0.002 100 0.004 0.002 0.0002 0.024 0.00024 0.41 0.0041

種間外挿のUF: 10

急性から慢性のUF: -

室内試験から野外へのUF: 10

239
Ｎ－エチル－Ｎ，Ｎ－ジメチル
テトラデカン－１－アミニウム
の塩

- - 0.000021 0.00105 50 0.00253 0.00109 0.000218 0.0157
>

=
0.0131

>

=
0.00262 3.56 0.0356

種間外挿のUF: 5

急性から慢性のUF: -

室内試験から野外へのUF: 10

240
１，１’－オキシジ（プロパン－
２－オール）

- -
H30デフォルト適用
データなし

241

２－［（ドデカノイルオキシ）メ
チル］－２－エチルプロパン
－１，３－ジイル＝ジ（ドデカ
ノアート）

- -
H30デフォルト適用
データなし

245
２，２，２－トリクロロ－１－
フェニルエチル＝アセタート

- - 0.017 3.4 200 3.4 0.17 16.8 1.68 > 11.37 > 0.114

種間外挿のUF: -

急性から慢性のUF: 20

室内試験から野外へのUF: 10

247
ナトリウム＝ドデカノイルオキ
シベンゼンスルホナート

- - 0.00092 0.092 100 > 2.6 0.092 0.0092 > 0.56 > 0.056 > 2 > 0.02

種間外挿のUF: 10

急性から慢性のUF: -

室内試験から野外へのUF: 10
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（２）昨年度から継続してリスク評価（一次）評価Ⅰを実施する優先評価化学物質

UFs

（Ｂ）

備考
PNEC(mg/L）

(A/B)※1

根拠 藻類(mg/L) ミジンコ類(mg/L) 魚類(mg/L)

参考
【UFs（Ｂ）の内訳】最小値(mg/L）

（Ａ）

急性毒性
値

(EC50)

EC50/UFs

(ACR*種間

外挿)

慢性毒性値
（NOEC）

NOEC/UF

(種間外挿)

急性毒性値
(EC50)

優先
評価
化学
物質
通し
番号

優先評価化学物質名称
アミン

類

物質群の補
正係数を考
慮した場合
のPNEC

（C/D）

物質群
の補正
係数
（D）

NOEC/UF

(種間外挿)

EC50/UFs

(ACR*種間

外挿)

慢性毒性
値

（NOEC）

NOEC/UF

(種間外挿)

急性毒性
値

(LC50)

LC50/UFs

(ACR*種間外

挿)

慢性毒性値
（NOEC）

249
シクロヘキシリデン（フェニ
ル）アセトニトリル

- - 0.01 0.5 50 1.96 0.5 0.1 2.3 0.23 0.6
>

=
0.28

>

=
0.056

種間外挿のUF: 5

急性から慢性のUF: -

室内試験から野外へのUF: 10

250

［α－（アルキル（Ｃ＝１６～１

８））－ω－ヒドロキシポリ（オ
キシエタン－１，２－ジイル）
又はα－（アルケニル（Ｃ＝１

６～１８））－ω－ヒドロキシポ
リ（オキシエタン－１，２－ジイ
ル）］（数平均分子量が１，００
０未満のものに限る。）

0.0001 10 0.001 0.1 100 0.581 0.1 0.01 0.58 0.058 > 0.32 > 0.0032

種間外挿のUF: 10

急性から慢性のUF: -

室内試験から野外へのUF: 10

251
ナトリウム＝１－オキソ－１λ
（５）－ピリジン－２－チオ
ラート

- - 0.0000073 0.0073 1000 0.46 0.08 0.008 0.022 0.0022 0.0073 0.000073

種間外挿のUF:

急性から慢性のUF: 100

室内試験から野外へのUF: 10

252 シアン化水素
0.000042

mg HCN/L

0.042

mg HCN/L
1000

0.121

mg

HCN/L

0.057

mg

HCN/L

0.0057
0.042

mg HCN/L
0.0042

0.042

mg

HCN/L

0.00042

種間外挿のUF: -

急性から慢性のUF: 100

室内試験から野外へのUF: 10

※水中で同一の化学種として存
在すると考えられるNaCN,

KCN, HCNの毒性値を収集し、
そのうちの最小値を採用し、シ
アン化水素の毒性値に換算し
た。

254
５－クロロ－２－（４－クロロ
フェノキシ）フェノール

0.00010 0.010 100 0.038 0.010 0.0010 0.32 0.032

種間外挿のUF: 10

急性から慢性のUF: -

室内試験から野外へのUF: 10

258
（Ｎ，Ｎ－ジメチルテトラデカン
－１－アミニウムイル）アセ
タート

 -  - 0.00053 0.053 100 0.173 0.053 0.0053 4.8 0.48
種間外挿のUF: 10
急性から慢性のUF: -
室内試験から野外へのUF: 10

259

ナトリウム＝アルカンスルホ
ナート（Ｃ＝10～18）又はナト
リウム＝水素＝アルカンジス
ルホナート（Ｃ＝10～18）又は
二ナトリウム＝アルカン ジス
ルホナート（Ｃ＝10～18）

 -※2  -※2 0.0011 1.10 1000 119.4 20.1 4.02 3.25 0.36 0.072 1.10 0.011
種間外挿のUF: -
急性から慢性のUF: 100
室内試験から野外へのUF: 10

R5
優先評価化学物質名称に含ま
れる「ナトリウム＝水素＝アル
カンジスルホナート（Ｃ＝10～
18）」、及び「二ナトリウム＝ア
ルカン ジスルホナート（Ｃ＝10
～18）」の毒性レベルは不明で
ある。本年度は、その不確実性
に対する「物質群の補正係数」
を追加せず評価Ⅰを実施す
る。また、それらの毒性につい
ては継続して検討し、来年度以
降に物質群の補正係数を見直
す事とする。

※2
R6
補正係数の適用は不要と判断
された

260

ナトリウム＝１－メトキシ－１
－オキソオクタデカン－２－
スルホナート又はナトリウム
＝１－メトキシ－１－オキソヘ
キサデカン－２－スルホ ナー
ト

 -  - 0.00059 0.59 1000 > 9 1.48 0.296 1.24 0.226 0.0452 0.59 0.0059
種間外挿のUF: -
急性から慢性のUF: 100
室内試験から野外へのUF: 10
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（２）昨年度から継続してリスク評価（一次）評価Ⅰを実施する優先評価化学物質

UFs

（Ｂ）

備考
PNEC(mg/L）

(A/B)※1

根拠 藻類(mg/L) ミジンコ類(mg/L) 魚類(mg/L)

参考
【UFs（Ｂ）の内訳】最小値(mg/L）

（Ａ）

急性毒性
値

(EC50)

EC50/UFs

(ACR*種間

外挿)

慢性毒性値
（NOEC）

NOEC/UF

(種間外挿)

急性毒性値
(EC50)

優先
評価
化学
物質
通し
番号

優先評価化学物質名称
アミン

類

物質群の補
正係数を考
慮した場合
のPNEC

（C/D）

物質群
の補正
係数
（D）

NOEC/UF

(種間外挿)

EC50/UFs

(ACR*種間

外挿)

慢性毒性
値

（NOEC）

NOEC/UF

(種間外挿)

急性毒性
値

(LC50)

LC50/UFs

(ACR*種間外

挿)

慢性毒性値
（NOEC）

261

２－｛ジメチル［３－（３，３，
４，４，５，５，６，６，７，７，８，
８，８－トリデカフルオロオクタ
ン－１－スルホンアミド）プロ
ピル］ア ンモニオ｝アセタート
を主成分（95％以上）とする、
２－｛ジメチル［３－（３，３，
４，４，５，５，６，６，７，７，８，
８，８－トリデカフ ルオロオク
タン－１－スルホンアミド）プ
ロピル］アンモニオ｝アセター
トとＮ，Ｎ－ジメチル－３－
（３，３，４，４，５，５，６，６，
７， ７，８，８，８－トリデカフ
ルオロオクタン－１－スルホ
ンアミド）プロピルアミンの混
合物

 -  - 0.00087 0.087 100 3.26 0.087 0.0087 144 1.44 > 35 > 0.35
種間外挿のUF: 10
急性から慢性のUF: -
室内試験から野外へのUF: 10

263

２，２－ジメチル－３－メチリ
デンビシクロ［２．２．１］ヘプタ
ンとフェノールの１：１反応生
成物を主成分（60％以上）と
する、２，２－ジメ チル－３－
メチリデンビシクロ［２．２．１］
ヘプタンとフェノールの反応
生成物（分子量が460以下で
あるものに限る。）

 -  - 0.000085 0.085 1000 2.3 0.19 0.019 0.076 0.0076 0.085 0.00085
種間外挿のUF: -
急性から慢性のUF: 100
室内試験から野外へのUF: 10

265

メチル＝（１Ｈ－１，３－ベン
ゾイミダゾール－２－イル）カ
ルバマート（別名カルベンダ
ジム）

 -  - 0.00031 0.0031 10 > 6.1 1 1 0.36 0.0031 0.0031 0.41 0.011 0.011
種間外挿のUF: -
急性から慢性のUF: -
室内試験から野外へのUF: 10

266

α，α′－［（アルキル（Ｃ＝
８～18、直鎖型）アザンジイ
ル）ジ（エタン－２，１－ジイ
ル）］ビス［ω－ヒドロキシポリ
（オキシエタン－１，２－ジイ
ル）］（繰り返し単位の繰り返
し数は０以上の整数とする。）
（数平均分子量が1,000未満
のものに限る。）

 -  - 0.000025 0.000253 10 0.107 0.000253 0.000253 2.35 0.10 0.10 0.28 0.0104 0.0104
種間外挿のUF: -
急性から慢性のUF: -
室内試験から野外へのUF: 10

267

｛２－ヒドロキシ－Ｎ，Ｎ－ビ
ス（２－ヒドロキシエチル）－
Ｎ－メチルエタン－１－アミニ
ウムと［飽和脂肪酸（Ｃ＝10
～20、直鎖型）（又は不飽和
脂肪酸（Ｃ＝16～18、直鎖
型））］のエステル｝の塩 （略
称TEAQ）

 -  - 0.0019 1.91 1000 1.52 0.459 0.0459 1.53 0.153 1.91 0.0191
種間外挿のUF: -
急性から慢性のUF: 100
室内試験から野外へのUF: 10

※1 PNEC算出における有効数字は、途中計算は3桁、PNECは3桁目を切り捨てて2桁とした。
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